


ムロマックミニカラムの使用例（公開論文・文献より）
１．環境分野 ２．鉱業分野 ３．農業分野 ４．生化学分野 ５．原子力分野



サンプル液中の対象元素の濃縮などの前処理操作、分離操作

サンプル液中の共存元素の排除などの前処理操作、分離操作

精密クロマト分離用の Finemesh 品や特殊な元素の吸着に用

いられる吸着剤もご用意しております。

種々のプロセスで活躍して日本の産業を支えているイオン交

換樹脂を、様々な試験に最適にご使用いただける 500ml の

少量で販売しています。

イオン交換樹脂

製品

自由にイオン交換樹脂を充填して試験が可能です。

通液条件を一律に揃えた複数種類のイオン交換樹脂の通液試

験が可能です。

直列接続することで、一度で複数種類のイオン交換樹脂を使

った連続通液試験が可能です。

ポリプロピレン製なので落としても割れずにご使用できます。

ポリプロピレン製で耐薬品性に優れています。リークやテー

リングの少ない精度の高いクロマトグラフィーが可能な実験

用カラムです。

ムロマック　ミニカラム

ミニカラム S

ミニカラム M

ミニカラム L

品名

50本

50本

20本

入数

5.0～5.5

6.5～8.5

10.0～11.0

内径（mm）

50

58

118

長さ（mm）

1.0

2.5

10

容量（mℓ）

キレート樹脂

精製樹脂ムロマック® 

特殊吸着剤 

陽イオン・陰イオン交換樹脂　

イオン交換樹脂　

L

M

S

試験研究用機器
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ポンプユニット及び平膜をセットするテストセルのセットです。

試験室で各種分離膜を使用した試験を行うことが可能です。

平膜クロスフロー試験装置

目的物の濃縮・脱塩・不要物除去・脱色の検討試験が可能です。

要求に最も適した膜（RO, NF, UF, MF）の選定検討が可能です。

ポンプ吐出圧力の決定や、膜面積から透過、濃縮流量の決定が

できるので、少ないサンプル量で中規模試験に向けた基礎デー

タを取ることが可能です。

電源不要で純水を製造することが可能です。

樹脂の再生・交換も弊社で承ります。

警報アラーム付き導電率計、前処理・後処理フィルター、

輸送箱などオプション品も充実しています。

標準流量（L/h） 

純水採水量（L） 

処理水規格 

製品型式 

50-100

1000

MR-5

100-300

2000

MR-10

250-750

5000

MR-25

350-1050

7000

MR-35

500-1500

10000

MR-50

本器に通水するだけで高純度の純水を得る事ができるカート

リッジタイプの純水器です。

カートリッジ純水器

1μS/cm（25℃時） 

装置スペック 

概略寸法 

テストセル

主要機器 

配管・弁類 

運転圧力 

W350×D270×H300（mm） 

薄層流式平膜テストセル

材質：アクリル樹脂 

流量計・圧力計　付属 

ステンレス及びナイロンチューブ

最大 0.7MPa（at 40℃） 

http://www.muro-chem.co.jp

TEL ： 0944-41-2131

TEL ： 03-3525-4792

TEL ： 06-6393-0007

本 社

東 京 支 社

大阪営業所

化学品事業部

試験研究用機器
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分離・分析用イオン交換樹脂

強酸性カチオン樹脂
【標準樹脂】

官能基：スルホン基

弱酸性カチオン樹脂

官能基：カルボン酸基

注記：酸性溶液中でのイオン交換能なし。

カチオン交換樹脂：＋イオンの分離、吸着

強塩基性アニオン樹脂
【標準樹脂】

官能基：４級アミノ基

弱塩基性アニオン樹脂

官能基：３級アミノ基

●１級～３級アミンを用意。
注記：アルカリ性溶液中でのイオン交換
　　　能なし。

アニオン交換樹脂：－イオンの分離、吸着
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■分離・分析分野では、イオン交換樹脂が広く使用されています。
•サンプル液中の対象元素の濃縮などの前処理操作、分離操作。
•サンプル液中の共存元素の排除などの前処理操作、分離操作。
•極微量の放射性核種の分析における、対象放射性核種の抽出、濃縮、共存物質の排除などの前処理
　操作、分離操作。
■当社ではこれらの要求に対応するため、様々なイオン交換樹脂を提供しています。
■更に精密なクロマト分離用のFinemesh品も準備しています。
■イオン交換樹脂を用いたクロマト分離を容易に実施可能な、ムロマック®ミニカラム、ガラスカラム
　も準備しています。

分離・分析用イオン交換樹脂

ゲル型樹脂

ポーラス型樹脂

高純度（HG）・高架橋度（UL）樹脂

Finemesh品

ゲル型樹脂

ポーラス型樹脂

高純度（HG）樹脂

Finemesh品
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■上記の他にも、様々な官能基のキレート樹脂の提案が可能です。
■㏗などの液性、対象元素の種類や濃度により最適なキレート樹脂を選定する必要があります。
■再生条件など、使用条件はお問い合わせ下さい。

官能基 対象元素（例）、有効㏗（例）構　造
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重金属、貴金属吸着など、特徴のある製品が揃っています。重金属、貴金属吸着など、特徴のある製品が揃っています。

イミノジ酢酸

ビスピコリルアミン

アミノリン酸

セミチオカルバミン酸

チオ尿素

一級アミン

ポリアミン

重金属、アルカリ土類金属類の吸着

有効㏗範囲 2-9

強酸性溶液中の銅やNiなどの回収

有効㏗範囲 1-14

高塩濃度溶液からの脱Ca、脱金属

有効㏗範囲 1-12

水銀高選択性

有効㏗範囲 1-7

水銀除去、酸性溶液中の貴金属回収

有効㏗範囲 4-10

金属回収、糖液精製

有効㏗範囲 0-9

貴金属回収、アミノ酸精製

有効㏗範囲 0-9

キレート樹脂キレート樹脂

Muromac®

ムロキレート B-1

Muromac®

XMS-4117

Muromac®

XMS-516B

Muromac®

XMS-5812

Muromac®

XMS-5418

Muromac®

WMP-7413

Muromac®

WMP-7410



【有機フッ素化合物の特徴】
・化学的安定性から、種々の工業で活用。
・環境残留性や生物蓄積性、健康影響が報告。
→世界各国で使用、排出等が規制されている。

・PFASの種類により特性が異なる。

◎PFAS除去に最適な吸着剤が求められており、
当社でもPFAS用吸着材を開発している。

当社開発中のPFAS用吸着剤（例）

PFOS
8 Carbon/スルホン酸

PFOA
8 Carbon/カルボン酸

反射防止剤

メッキ処理剤

泡消火剤 等

PFAS
化学的安定性
撥水撥油性

界面活性剤

炭素数（分子量）と末端の官能基が異なる
多種類のPFASが存在する

◎当社：PFAS除去用吸着剤は、種々の有機フッ素化合物の除去に有効です。

◎PFASの特性や種類、濃度により最適な提案を目指しています。

◎吸着剤供試や評価試験、共同研究の依頼など、お気軽にご相談ください。

【バッチ法によるKd値測定】

・液固比：500～1000で吸着剤を添加。

・代表的な3種類のPFASで評価。

→いずれの吸着材も高い吸着性能。

◎吸着剤Bが特に優れた性能を示す。

【カラム法によるライフ試験】

・某地下水を模擬し、１年分の負荷。

・3種PFASを混合してSV20で通液。

→吸着剤AはPFOSとPFOAが破過。

◎その他の吸着剤は破過せず。

・現在、更なる負荷試験を実施中。

Kd値測定結果 （単位：L/g、室温）

ライフ試験結果 （単位：ng/L、室温）

吸着材A 吸着材B 吸着材C 吸着材D

PFOS 3700 >10000 3100 5500
PFOA 180 410 760 180
PFHxS 630 2000 930 610

原水 吸着材A 吸着材B 吸着材C 吸着材D
PFOS 63,000 6 ≦5 ≦5 ≦5
PFOA 4,100 12 ≦5 ≦5 ≦5
PFHxS 4,900 ≦5 ≦5 ≦5 ≦5



慢性中毒

◎無機フッ素に対して選択性が高く、各水質基準を満たした処理が可能です。

◎ラインナップの中から用途によって最適な吸着材を提案します。

◎吸着材供試や評価試験、共同研究の依頼など、お気軽にご相談ください。

基準値(mg/L)項目

8
排水基準

(海域以外の公共用域に排出されるもの)

15排水基準(海域に排出されるもの)

0.8水道水

・F 30～50mg/L以上の高濃度域で有効
・共存イオンの影響で処理が不安定

・低濃度域で使用可能
・フッ素の選択性が高い

吸着材が必要

組み合わせ
または
単独処理

一般的な陰イオン交換樹脂と比較し
吸着量は約4倍

水道水質基準を満たした処理が可能
再生して繰り返し使用可能

フッ素は一律排水基準および
水道水質基準が定められている。

水道水 カラム試験

排水模擬水 カラム試験

排水基準を満たした処理が可能
高塩濃度中から約10g/L-R吸着
再生して繰り返し使用可能

凝集沈殿法(例：Ca） 吸着法

≪フッ素およびその化合物の基準値≫

2F-＋Ca2+→CaF2↓ (溶解度8mg/L)

凝集沈殿法では基準値を安定的
に満たすのは難しい。

フッ素は通常のイオン交換樹脂
では吸着しにくい元素の一つ。

⇒当社の吸着材が有効

原液：水道水＋フッ素2mg/L

原液：Cl,SO4 各1,000mg/L＋フッ素50mg/L

≪水道水試験での吸着グラフ≫

≪排水試験での吸着グラフ≫

水道水質基準

※汎用陰イオン交換樹脂
では吸着不可

排水基準



選 択 性交 換 基

重金属全般。Cu, Hg, Pb, 
Ni, Zn, Cd,など広く対象。

イミノジ酢酸

Hgや貴金属の回収、除去。ポリアミン

Cuや貴金属の回収。アミドキシム

Hgや貴金属の回収、除去。チオ尿素

Hgを選択的に吸着。セミチオカルバミン酸

◎特定の金属イオンを選択的に吸

着する「キレート樹脂」は、排水

規制の遵守や貴金属回収など、地

球環境への負荷を減らす技術とし

て使用されている。

【キレート樹脂の種類】

・様々な官能基の種類があり、対象金属

の選択性が異なる。

【キレート樹脂の金属吸着反応】

・金属イオンと錯形成することで、夾雑

イオンの存在下でも選択的に吸着する。 イミノジ酢酸キレート樹脂の反応例

処理後処理前元素

<0.012.99Pb (mg/L)

【排水からのPb除去試験】

・Pbの環境基準値は「0.1mg/L以下」。

・排水をキレート樹脂で処理。

→環境基準を大幅にクリア。

【Auの回収】

・Auを含むPb、Cu、Ni含有工場廃液から

Auのみを回収する案件。

・種々のキレート樹脂で処理試験を実施。

→Auのみ回収が可能な樹脂を選定。

排水からの鉛除去試験結果

工場廃液からのAu回収試験結果

◎キレート樹脂は特定の金属を選択的に吸着するため、

①排水中の有害金属除去、②貴金属の回収などに広く活用されています。

◎多くの実績から被処理液の特性を踏まえ最適なキレート樹脂を御提案します。

処理後処理前元素

<146Au(mg/L)

92106Pb (mg/L)

59106960Cu(mg/L)

689759Ni(mg/L)



◎Liの選択的吸着、純水による溶離が可能です。

◎その他、各種用途向けに様々な特性を有する吸着剤を評価しています。

◎吸着剤供試や評価試験、共同研究の依頼など、お気軽にご相談ください。

処理後（ｇ/L）処理前（ｇ/L）イオン種

0.181.74Li

0.380.41Ca

1921K

11.112.0Mg

5156Na

0.290.43B

7.08.9SO4

140150Cl

＜アタカマ湖模擬水のLi回収試験＞ 0.0

0.5

1.0
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2.0

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

処
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ｇ
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Li 破過曲線【特徴】
◆Liのみ選択的に回収が可能。
◆Li吸着容量：≧4.0g/L-R
◆純水で溶離でき、100％近く溶離可能。
◆高塩濃度でも性能を発揮。

◆工程がシンプル
◆短時間で処理可能
◆溶媒抽出と比べ、
薬液の使用量が少ない

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

溶
離
液
濃
度
（
ｇ
/L
）

通液量（BV）

Li 溶離曲線

◆天日濃縮法：時間がか
かる、溶媒抽出の工程
が複雑

◆複数のキレート樹脂に
よる精製が必要

【従来技術】

【吸着剤のメリット】
◆リチウムイオン電池
電気自動車、PC、ス
マートフォン など

◆ガラス原料

EVバッテリーを中心
にLiの需要が増加。

【Liの用途】
















